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2 発生状況

1997年 に ， 県南部 の 産地 で発生が認 め ら れ， 98年 に
は， 本巣郡(本巣町， 糸貫町) 等 の 主産地で も 同様の軟
化果実が発生 し た 。

1998年， 主産地 に お 砂 る ‘松本 早 生 富 有' の 軟果 発 生
率 は 20�50% に 及 び， 本病が主 た る 要因 で あ っ た 。

1997年 と 98年は， 東海地方 に 台 風が 多 く 襲来 し ， 特
に 98年 に は ， 9 月 22 日 の 台風 7 号 の 通過後 も 7 日 間降
雨が続 き ， 10 月 中旬か ら 本病 の 発 生 が急増 し た 。 こ れ

ら の発生状況か ら ， 本病は カ キ の 着色期以降， 強風 を 伴
う 降雨が あ る と 発生が助長 さ れ る も の と 推察 さ れた 。

品種別 の 発生状 況 は ， ‘西村早生'， ‘松本 早 生 富 有'，

‘太秋' お よ び ‘前川 次郎' の早生 ・ 中生品種で多 く ， 比較

的温度 の 高 い 9�10 月 の着色期 か ら 収穫期 に 発生が認φ

ら れ た 。 岐阜 県 の 主 要 品 種 ‘富 有' で の 発生 は 少 な か っ

1 病徹

本病は着色期 を 迎 え た カ キ の果実 に 発生 し ， 最初果頂

部 あ る い は へ タ 部が黒変 し た 後， 赤 く 軟化す る 。
果頂部の症状では， 花落ち 部 を 中 心 に 黒色の不整形病

斑 を 生 じ ， 病斑の大 き さ は 極 め て 小 さ い 点状の も の も あ

れば， 直径が 5�10 mm に 達 し て 果頂部が裂果 し ， 周辺

が黒 く 変色す る こ と も あ る 。 ま た ， 黒 変 し た 病斑上 に
は， 微小黒点(分生子層) を 形成す る 。 そ の後， 黒変部
を 中心 と し て ， 果頂部が赤 く 軟化す る 。 果実 を垂直 に切

断す る と ， 果心部が黒変 し て お り ， 隣接 し た 果肉組織 は
赤 く 軟化 し て い る 。 軟化組織中 に は菌糸の伸長が認め ら 品 種

れ る 。
へ タ 部周辺が軟化す る 場合 は ， 外観か ら 黒変 は 確認 し

に く い が， 果実 を垂直 に切断す る と ， ヘ タ 直下の く ぼみ

部が黒変 し ， 周辺の果肉組織が軟化 し て い る の が認め ら

れ る 。 特 に へ タ ス キ 果 に は， 本病の発生が多 い傾向 に あ
る 。

こ れ ら の症状 は， 樹上で発生す る が， 無病徴果が収穫 ・太秋'
後 に 発病す る こ と も あ り ， 市場性 に 問題 を 生ず る 。

は じ め に

カ キ は， 岐阜県 を代表す る 果実 で あ り ， 平坦地域 を 中
心 に 甘 ガ キ の栽培が感 ん に 行わ れて い る 。

し か し ， 1997年頃 か ら ， 秋季 に 果頂部 あ る い は へ タ
部 に軟化症状 を呈す る 果実が， 県 内 の各産地 で 目 立つ よ
う に な っ た 。 炭痘病や カ キ ミ ガ の 被 害果 で も 軟化 す る

が， 本症状 は果実の 内部か ら 赤 く 軟化す る 点 で， 明 ら か
に こ れ ら の症状 と は 異 な っ て い た 。

そ こ で， 本 症 状 の 原 因 究 明 を 行 っ た と こ ろ ， Pes
talotiopsis 属 菌 に よ る 新 た な 病害 で あ る こ と が判 明 し
た 。 本稿で は， 本症状の 発生生態 お よ び防除対策 に つ い

て 調べ た 結果 を紹介す る と と も に ， 本症状 を 「 カ キ 果実

軟腐病J と 提唱 し た い。

I 病徴 お よ び発生状況

Occurrence and Control of Ripe Rot on Persimmon. By 
Hideki W ATANABE， Yoshihiro TAGUCIII 

( キ ーワー ド カ キ ， 果実軟腐病， Pestalotiopsis longiseta， P. 
foed，仰s， 薬剤防除)
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E 病 原 菌

1 分離菌の病原性

1997年 に 発生 し た ‘松本早生富有' の 果実軟化部位 か

ら 常 法 に よ り ， 6 グ ル ー プ の 糸 状 菌( M l�M 6) を 分

離 し た (表- 1 ) 。 こ れ ら グ ル ープの 各代表菌株の培養菌

叢片(PSA 培地) を ， ‘松本 早 生 富 有' の 健全果 実 に 有

表 - 1 カ キ 軟化果実か ら 分離 さ れ た 糸状菌の 種類 と 分離率

分 隊 菌

‘松本早生富有'

グ ル ー プ
属 名

分離率
No. ( % )  

M 1  Pestalotiopsis 1 00 
M 2  Penicillium 75 
M 3  Fusarium 20 
M 4  A lten昭ria 90 
M 5  Cladoゆorium 25 
M 6  不明 60 

T 1 A ltern辺zria 90 
T 2  Phoma 30 
T 3  Penicillium 75 
T 4  Cladosþorium 15  
T 5 Pesωlotiopsis 100 
T 6  不明 60 

一一一 15 一一一

注) 20 果調査.
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傷接種 し た と こ ろ ， 1 グ ル ー プ の 菌株 (M 1- 1 ) の み が

果実 に 黒変 と 軟化 を 引 き 起 こ し ， 病徴 を 再現 し た (表-
2) 。

1999年に は， ‘太秋' の果頂部黒変部位か ら 分離 し た 複
数 の 糸状菌 (T I�T 5) に つ い て も ， 同 様 の 試験 を 行

っ た 結果， 1 グ ル ープ の 菌株 (T 5-1 ) の み が病徴 を 再
現 し た 。

ま た ， 同年， ‘前川 次郎' の 果頂部亀裂部位 に 形成 さ れ
た 微小黒点 (分生子層) か ら ， 1 種類 の 菌 (M 1-2) を

分離 し た 。 本菌の培養菌叢片 を ， 健全な ‘前川 次郎'， ‘富

有' の果実 に 接種 し た と こ ろ ， 両品種で有傷接種部位 に
黒変が発生 し た 。 ‘前川 次郎' で は 接種 15 日 後 に 著 し く
軟化 し た が， ‘富有' で は軟化 し な か っ た (表-3) 。

2 病原菌の 同 定

‘太秋'， ‘松本早生省有' お よ び ‘前川 次郎' か ら 分離 し ，
病徴 を 再 現 し た 3 菌 株 (T 5-1 ，  M 1-1 ，  M 1-2 ) は，

表 - 2 ‘松本早生富有' の軟化果実 か ら 分離 さ れ た 糸状菌の
病原性

属名 (分離菌株 No.}

Pesωlotiopsis (M 1 - 1 )  
Penicillium (M 2- 1 ) 
Fusarium (M 3- 1 ) 
.4lternaria (M 4- 1 ) 
Clado.ゆorium (M 5-1 )  
不明 ( M 6- 1 ) 

病原性.)
再分離

有傷後種 無傷接種

十 + 一 +

+ 

+ 

a) ‘松本早生富有' の健全果実への菌叢片接種 に よ る . + + : 
黒変， 軟化 を 伴 う 強度の病原性， + 黒変の み で軟化 を伴わ な い
弱度の病原性， 一 : 病原性 な し .

いずれ も PSA 培地上 で 白 色 の 気 中 菌糸 を 生 じ ， 黒 色 の

分生子粘塊 を 菌叢上 に 形成 し た 。 分生子の形態的特徴か

ら いずれ も Pestalotiopsis 属菌 と 考 え ら れた 。
‘太秋' 分離菌 (T 5-1 ) の 分 生子 は 5 細 胞 か ら な り ，

大 き さ は 21�30 X 6�9 . 5 μ m (平 均 24 . 4 X 7 . 9 μ m) ，

中央 3 細胞 は 有色 で上位 2 細胞が濃褐色， 頂部付属 糸 は
通 常 3 本， 長 さ は 2 . 1�7 . 4 μ m で あ っ た ( 回 口 ら ，

2001 ) 。 こ れ ら の 形 態 は ， 浜 屋 ・ 堀 川 (1982) お よ び

G UBA ( 1 9 6 1 ) に よ る Pes ta lo tioρs is lo ngis e ta 

(SPEGAZZINI) DAI and KOBAYASIII の 特徴 と 一致 し た (表-

4) 。

‘前川 次郎' 分離菌 (M 1-2) の 分生子 は 5 細 胞， 大 き
さ は 20�27 x 5 .  5�7 . 4 μ m (平 均 24 . 0 X 6 . 2 μ m) ， 中

央 3 細胞 は 有色で上位 2 細胞がオ リ ー プ色， 頂部付属糸

は 通 常 3 本， 長 さ は 7�17 μ m (平 均 13 . 4 μ m) ， 基 部
付 属 糸 は l 本 で 長 さ 1�8 . 5 μ m で あ っ た ( 田 口 ら ，

2001 ) 。 こ れ ら の形態 は 周 藤 ・ 小林 ( 1995) お よ び GUBA

( 1961) に よ る Pestalotiopsis foedans (SACCARDO and 

ELLls) STEYAERT の 特徴 と 一致 し た 。 な お ， ‘松本 早 生 富

表 - 3 ・前川 次郎' 分離菌 (M 1 -2 ) の カ キ 果 実 に 対 す る
病原性

供試品種

‘前J l I 次郎'
官 有'

病原性.)

有傷接種 無傷接種

+ +  
+ 

+ 

再分離

+ 
+ 

a) 菌叢片接種 に よ る . + + : 黒変， 軟化 を 伴 う 強度の病
原性， + 黒変の み で軟化 を伴わ な い弱度 の病原性， 一 : 病
原性な し .

表 - 4 カ キ 果実分離菌 と Pestalotiopsis longiseta， P. foedans と の形態比較

カ キ 果実分離菌 P. 101悠iseta

形態的特徴

分生子
細胞数

大 き さ

有色細胞数
色
有色細胞長

頂部付属糸
数
長 さ

基部付属糸
数
長 さ

浜屋， 堀川T 5- 1.) M 1 - 1 ") M 1-2<) 
( 1982) 

5 5 5 5 
2 1 - 29 1 8 - 27 20 - 27 22 - 26 

x 6 . 3 - 9 . 4  x 5 . 5 - 7 . 5  x 5 . 5 - 7 . 4  x 6 . 4 - 9  
3 3 3 3 

暗褐色 オ リ ー プ色 オ リ ー プ色 暗縄色
7 . 8�18 13 . 0�17 . 3  1 3 .  7�18 . 3  14�19 

(2 ー ) 3 ( - 4) ( 2 ー ) 3 ( - 4) ( 2 - ) 3 ( - 4) (2 ー ) 3 ( - 4) 
1 4�32 7 . 8�19 . 5  7 . 4�17 . 2  1 7�31 

1 1 
2 . 1�7 . 4  1 . 5�8 . 0  1 . l�8 . 4  5 . 7�9 . 5  

a ) ‘太秋' 分離菌， b) ・松本早生富有' 分離菌， c) ‘前川 次郎' 分隊菌.

一一一 16 一一

GUBA (961)  

5 
22 - 25 

x 7 . 5 - 9  
3 

暗褐色
13� 1 8  

3 ( - 4) 
1 8�38 

1 
4� 1 l  

P. foedans 

須藤， 小林
( 1 995) 

GUBA ( 1961 )  

5 5 
1 8 - 27 1 9 - 24 

x 5 . 3 ー 7 . 4 x 5 . 5 ー 7
3 3 

暗褐色 精褐色
13�17 14�17  

(2 ー ) 3 ( - 4) 3 ( - 4) 
8�23 6�18 

1 . 5�7 . 3  4�9 
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表 - 5 カ キ 軟化果実 か ら 分離 さ れた P. lo引証riseta (T 5- 1 ) お
よ ぴ P. foedans (M 1 -2) の カ キ 葉 に 対す る 病原性

病斑形成率 ( % ) 叫

供試品種 P. longiseta P. foedans 
Cont . 

(T 5- 1 ) ( M l ←2) 

‘富 有' 90 50 。
‘前1 1 1 次郎' 50 100 。
‘太 秋・ 100 75 。

a ) 胞子懸濁液の有傷接種 に よ る ， 各区 20 �震調査.

有' 分離菌( M 1-1 ) に つ い て も ， 本 菌 と ほ ぽ 同 様 の 形

態であ っ た ( 表-4) 。
P. longiseta は， カ キ 葉枯病の病原菌 の ー っ と し て 知

ら れ て い る が( 日 野， 1962) ， こ れ ま で に 本菌が果実の

果頂部や へ タ 部 に黒変お よ び軟化症状 を 引 き 起 こ し た と
い う 報告 は な い 。 ま た ， P. foedans は イ チ ョ ウ ， ピ ャ ク
シ ン 等， 1 1 種 類 の 樹木 へ の 寄 生 が 確 認 さ れ て い る が

(周藤 ・ 小林， 1995) ， こ れ ま で に カ キ に 対す る 病原性 は

報告 さ れ て い な い。
次 に ， P. longiseta (T 5-1 ) ， P. foedans (M 1-2) の

分生子懸濁液 を ， カ キ 葉へ噴霧接種 し た と こ ろ ， いずれ
の菌 も 有傷接種で病原性が認 め ら れた ( 表ー5) 。

以上の結果か ら ， 本症状 は P. longiseta， P. foedans に

よ る こ と が明 ら か に な り ， P. foedans は本邦未記載であ

る た め ， カ キ 果実軟腐病(ripe rot) と し た い 。

皿 防 除 対 策

1 有効薬剤lの検索

表-6 に 示 す よ う に ， カ キ に 登録の あ る 8 薬 剤 に つ い
て 菌糸生育阻止効果 を検討 し た 。 PSA 培地上 に お け る

P. longiseta (T 5-1 ) お よ び P. foedans ( M  1 - 1 ) の菌
糸生育 に対 し ， ポ リ カ ー パ メ ー ト 水和剤， マ ン ゼ プ水和

剤， 有機銅水和剤， イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ルペ シ ル酸塩水和

剤， そ し て チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル水和剤 で阻止効果が高

か っ た 。 ま た ， T 5-1 菌株の分生子発芽 に 及 ぽす影響 に
つ い て検討 し た と こ ろ ， 50 ppm で は イ ミ ノ ク タ ジ ン ア
ルベ シ ル酸塩水和剤 が発芽管 の 伸長 を 完全 に 阻止 し， マ
ン ゼ プ水和剤， 有機銅水和剤， ク レ ソ キ シ ム メ チ ル水和
剤 は 発芽管の伸長 を 抑制 し た 。 ま た ， チ オ フ ア ネ ー ト メ
チ ル水和 剤 は， 発芽管 の 先端が異常 な 形態 を 呈 し た 。
500 ppm で は ポ リ カ ーパ メ ー ト 水和剤， 有機銅水和剤が
高 い 発芽抑制効果が あ り ， イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ルベ シ ル酸
塩水和剤， ク レ ソ キ シ ム メ チ ル水和剤 は発芽管の伸長 を
強く抑制 し た (表一7) 。

表 - 6 分離菌 (T 5- 1， M 1 - 1 ) の菌叢生育 に 及 ぽす各薬剤の影響叫

供 試 薬 剤

ピ リ フ ェ ノ ッ ク ス
水和剤
ポ リ カ ー パ メ ー ト
水和剤
マ ン ゼ プ水和剤

有機銅水和剤

ク レ ソ キ シ ム メ チ 1レ
水和知l
イ ミ ノ ク タ ジ ン

希釈倍率
(原体濃度)

X l ， OOO 
(50 ppm) 同
x 600 
0 ， 253 ppm) 
X 500 
0 ， 500 ppm) 
X 500 

0 ， 000 ppm) 
X 3 ， OOO 

039 ppm) 
x 1 ， 000 

ア ルベ シ ル酸塩水和剤 (400 ppm) 
チ オ フ ァ ネ ー ト X l ， 500 
メ チ ル水和剤 (466 ppm) 
フ ル ア ジ ナ ム 水和剤 X 2 ， OOO 

(250 ppm) 
無処理

菌叢直径 : mm

P. lo昭おeta P. foedans 
(T 5 - 1 )  (M 1 - 1 )  

1 4 . 2  33 

。 。

。 。

。 。

7 . 5  。

。 。

。 。

7 . 2  8 . 5  

75 80 

a ) 培養 8 日 後 (250C PSA) ， b ) 活性成分濃度.

表 - 7 P. longista (T 5- 1 ) の 分生子発芽 に 及 ぽす 各薬剤の 影響剖

50 ppm 500 ppm 

供試薬剤tl (成分量) 発芽率 発芽管b】 発芽率 発芽管b)

( % )  伸長程度 ( % )  伸長程度

ポ リ カ ー パ メ ー ト
67 3 

水和剤 (75%)
+ + +  

マ ン ゼ プ水和剤tl (75%) 100 + n. tC) n.tC) 

有機銅水和剤 (50%) 100 + +  3 
ク レ ソ キ シ ム メ チ ル

100 + +  90 
水和剤 (4 1 % )
イ ミ ノ ク タ ジ ンアルベシル

100 100 
酸塩水和剤 (40%)
チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル

67 + 十 d) 100 
水和剤 (70%)

+ + d) 

無処理 100 + + +  100 + + +  

a ) 構養 5 日 後 (250C PSA) ， b )  + + + : > 200 μm， + +  : 1 00� 
200 μm， + : 20�100 μm， - : 20 μm 以下， c) 試験 デー タ な し ， d) 
発芽管先端 に形態異常.

2 園 場 に お け る 防除試験

1998 年 に ， PSA 培地上で高 い 菌 糸 生育阻止効果 が認
め ら れ た イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ル ベ シ ル酸塩水和剤 を 用 い

て ， 圃場 に お い て 防除試験 を 行 っ た 。
‘松本早生富有' の カ キ 樹 に イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ルベ シ ル

酸塩水和 剤( 1 ， 000 倍) を 8 月 10 日 ， 8 月 26 日 お よ び
9 月 10 日 の計 3 回散布 し ， 10 月 7 日 に 本病の 発病程度
を調べた。 そ の 結果， 発病果率 は無処理区 の 7 . 6% に 対

一一一 17 一一一
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表 - 8 果実軟化 の 発生 に 及 ぼす イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ルベ シ ル酸塩
水和剤の 防除効果a)

薬剤散布 調査果実数b)
率
)

生

%

発
(

)
一

C

一

、1J
-

qu

%一
(
-

4口一割-
2

生一発u-
ロ
刀
一

1‘

度一程一LVU一
，4t
一

軟
一

。

処理区 188 98 . 9  1 . 1  0 0 l . l  
無処理区 208 92 . 4  4 . 9 0 . 9 1 .  8 7 . 6  

a ) 供試倍率 1 ， 000 倍 : 散布 日 1998 年 8 月 1 0 日 ， 8 月 初 日 ，

9 月 10 日 : 品種 ‘松本早生富有" b) 各 区 5 樹調査， c) 0 : 病微 な

し ， 1 ・ 果頂部が黒変 し ， 周 囲がわずか に 赤色化， 2 : 果頂部 あ る い

は ヘ タ 部が赤色透明化， 3 : 果実が著 し く 軟化.

し て ， 薬剤散布区が 1 . 1 % と な っ た (表 8) 。

9 月 22 日 に 台風 7 号が襲来 し た た め ， 台風通過後の 9
月 24 日 と 29 日 に の み， イ ミ ノ ク タ ジ ン ア ルベ シ ル酸塩
水和剤 ( 1 ， 000 倍) を 散布 し た と こ ろ ， 10 月 23 日 の 発

病果率 は無処理区が 1 1 . 5% で あ っ た の に 対 し ， 6 . 2% と

有意に低く防除効果が認め ら れた 。

お わ り に

本病は， 病原菌がカ キ 果実の果頂部や へ タ 部周辺の付
傷部か ら 果 肉組織 に 侵入 後， 果 実が着色期 を 迎 え ， 気

温， 水分等 の条件が整 う と ， 黒変や軟化等 の症状 を 引 き
起 こ す も の と 考 え ら れ る 。 し たがっ て ， 着色期以降の台

風 な ど， 強風 を 伴 う 降雨 は発病を助長す る 。
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0第 21 田植物細菌病談話会のお知 ら せ
・ 主催 : 日 本植物物病理学会植物細菌病談話会
・ 日 程 : 平成 13年 9 月 5 日 (水) 講演会 9 : 15�17 : 25 

懇親会 18 時�20 時 頃， 9 月 6 日 (木) 現地見学
9 : 00 頃�17 : 00 頃

・会場 : 講演会場 「十勝プ ラ ザ (帯広市西 4 条南 13 T 
目 ， TEL : 0155-22-7890) J ， 懇 親 会 場 「 ホ テ
ル ノ ー ス ラ ン ド (帯 広 市 西 2 条 南 13 丁 目 ，
TEL : 0155-24- 1234J 

.プロ グ ラ ム
9 月 5 日 (水)

I 北海道 の植物細菌病
1 .  北海道 に 発生す る 植物細菌病

(立上川農試 宮島邦之氏)
2 .  タ マ ネギ り ん片腐敗病 (Burkholderia gladioli) 

の発生生態 と 防除 (道立中央農試 佐々 木純氏)
3 . フ@ ロ ッ コ リ ー に 発生す る 腐敗性の細菌病 と 防除

(道立花 ・ 野菜技術セ ン タ ー堀田治邦氏)
II . ジ ャ ガ イ モ そ う か病 を め ぐ る 話題

4 . 植物病原性 Stre þtomyces 属 菌 の 分類 の 現状 と 問
題点 (道立中央農試 竹内 徹氏)

5 . ジ ャ ガ イ モ そ う か病菌が産生す る 毒素

ま た 近年， 新潟県 に お い て も ， ‘平核無' で 7 月 下旬 に
果頂部 に 窪 み の 発生 を 確認 し ， こ の原因が花落 ち 部への
Pestalotioρsis 属菌 の 寄生 に よ る も の と し て い る (棚橋
ら ， 2000) 。

本病の発生 は ， 年次変動が大 き く， 気象要因等 に 大 き
く左右 さ れ る も の と 考 え ら れ る が， 8 月 �9 月 に か け て

の定期的な薬剤散布 と ， 強風や長雨直後の 薬剤散布 に よ
っ て 発病を軽減で き る 。

カ キ 果実の軟化症状 に は， 本病菌以外 に も ， 生理 的 な
要因等が関与 し て い る 可能性 も 考 え ら れ る た め ， 今後，
本病の発生生態 の 解明 を 進 め る と と も に ， 生理的 な 要 因
に つ い て も 検討が必要 で あ る 。

最後に ， 本研究 を 進 め る に あ た り ， 多 大 な ご指導 を い

た だ い た 野菜茶業研究所秋田 滋博士， 岐阜大学農学部

教授百町満朗博士 に 厚く御礼 申 し 上 げ る と と も に ， 病原
菌 の 同定 と 貴重 な ご指導 を い た だ い た 東京農業大学客員

教授小林享夫博士 に 深く感謝の意 を 表す る 。

引 用 文 献
1) GUBA， E. F. ( 1 961 )  : Monograph of Monochaetia and 

Pestalotia : 175� 177， 192 
2) 周 藤靖雄 ・ 小林享夫 ( 1 995) : 森林防疫 44 : 70�78 
3) 棚橋 恵 ら (2000) ・ 日 植病報 66 : 98 (議要)
4) 日 野隆之 ( 1 962) : 植物防疫 16 : 287�288. 
5) 田 口義広 ら (2001) : 日 植病報 67 : 33�41 .  

(農工大 夏 目 雅裕氏)
6 .  ジ ャ ガ イ モ そ う か病菌 Stre þtomyces scabies の モ

ノ ク ロ ー ナ ル抗体の作成
(北海道大学 前 田征之氏)

7 .  土壌か ら の ジ ャ ガ イ モ そ う か病菌の検 出 と 定量
(道立中央農試 田 中文夫氏)

III . 病原細菌の検出 技術
8 .  増菌法お よ び PCR 法 に よ る ジ ャ ガ イ モ 塊茎か ら

の黒あ し 病菌 Erwinia chη'santhemi の検出
(十勝農協連合会 鈴木裕志氏)

9 .  発光 フ ア ー ジ を利用 し た 細菌の検出法
(静岡大学 露無慎二氏)

・ 参加費 : 参 加費 : 2 ， 000 円， 要 旨 集費 : 2 ， 000 円， 懇
親会費 : 6 ， 000 円， 現地見学費 : 3 ， 000 円

・ 申 し込み と 送金方法 : 下記事務局 に 連絡下 さ い。 申込
書 と 振替用紙 を送付 い た し ま す。 な お ， 宿泊 に つ い て
は各 自 で直接お願い し ま す。 詳細 は 日 本植物病理学会
誌 (2001) 67 巻 l 号 を 参照 し て 下 さ い 。
( 日 観連帯広駅案内所 TEL : 0 155-27-1670。

・ 問 い合わ せ先 : 第 21 回植物細菌病談話会事務局
干 076-0397 上川郡比布町南 1 線 5 号， 北海道立上川
農 業 試 験 場 TEL : 0166-85-2200， FAX : 0 1 66-85-
4 1 1 1  
宮島邦之 : E-maiI : miyaj ikn @ agri .pref.hokkaido.jp 
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